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９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
１
日
か
ら
10
月
６
日
ま
で
の

会
議
期
間
36
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
初
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
や
令
和
元
年
度
一
般
会
計
な
ど
７
会
計
の
決

算
の
ほ
か
、
事
業
契
約
の
締
結
、
条
例
の
改
正
、
動
産
の

取
得
、
市
道
路
線
の
認
定
、
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）、国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）、公
共
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
の
20
議
案
で
す
。
こ
の
う
ち
、「
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
」
を
除
い
た
19
議
案
は
質
疑
終
了
後
、

上
程
さ
れ
た
陳
情
と
と
も
に
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
第
２
日
か
ら
第
４
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
員
23

人
が
登
壇
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
日
に
は
、
市
長
か
ら
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
11
号
）
の
議
案
１
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、
質
疑

終
了
後
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
」
の
議
案
１
件
が
追
加

提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
が
追
加
上
程

さ
れ
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
会
中
に
は
各
常
任
委
員
会
・
分
科
会
が
開
か
れ
、
付

託
さ
れ
た
案
件
に
対
し
、慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
、「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」
に
対

す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
同
意
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、

４
会
派
に
よ
る
討
論
の
後
、
採
決
の
結
果
、
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
全
議
案
を
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
長
か
ら
「
令
和
２
年
度
厚
木
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
12
号
）」「
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

の
議
案
２
件
、
議
員
か
ら
「
義
務
教
育
に
係
る
国
に
よ
る

財
源
確
保
と
、
35
人
以
下
学
級
の
着
実
な
実
施
・
進
行
を

図
り
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
・
向
上
並
び
に

行
き
届
い
た
教
育
の
保
障
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
」

の
議
案
１
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、
可
決・同
意
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
決
算

　

認
定
し
た
決
算
議
案
は
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
公

共
用
地
取
得
事
業
・
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
・
国
民
健
康

保
険
事
業・介
護
保
険
事
業・

公
共
下
水
道
事
業
）・病
院
事

業
会
計
の
７
件
で
す
。

　

決
算
議
案
は
、
予
算
決
算

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
下

に
設
置
さ
れ
た
各
分
科
会

（
総
務
企
画
・
市
民
福
祉
・
環

境
教
育
・
都
市
経
済
）
で
、

令
和
元
年
度
に
お
け
る
事
業

執
行
に
関
す
る
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
年
度
な
ら
び
に

翌
年
度
以
降
の
行
財
政
運
営

に
反
映
さ
せ
、
対
応
す
る
こ

と
を
期
待
し
、
執
行
機
関
に

要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
（
予
算
決
算
常
任
委
員
会

か
ら
の
要
望
事
項
は
８
面
を

参
照
）事

業
契
約

　

可
決
し
た
事
業
契
約
の
締

結
議
案
は
１
件
で
す
。

◇
契
約
の
目
的
＝
（
仮
称
）

厚
木
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
運
営
事
業

◇
契
約
金
額
＝
８
９
億
５
１

５
３
万
３
４
８
４
円
（
う
ち

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
額
８
億
１
０
７
９
万
４
２

０
８
円
）
に
金
利
変
動
お
よ

び
物
価
変
動
に
よ
る
増
減
額

な
ら
び
に
当
該
増
減
額
に
係

る
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
増
減
額
を
加
算
し
た
額

◇
契
約
の
相
手
方
＝
株
式
会

社
厚
木
学
校
給
食
サ
ー
ビ
ス

条
例
の
改
正

　

可
決
し
た
条
例
の
一
部
改

正
議
案
は
、「
厚
木
市
附
属
機

関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」

の
１
件
で
す
。

　

内
容
は
、
厚
木
市
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者

選
定
委
員
会
を
廃
止
す
る
た

め
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

動
産
の
取
得

　

可
決
し
た
動
産
の
取
得
議

案
は
２
件
で
す
。

【
議
案
第
66
号
】

○
取
得
す
る
動
産
＝
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
用
充
電
保
管
庫

（
そ
の
１
）

○
取
得
金
額
＝
４
７
４
６
万

２
８
０
０
円

○
契
約
の
相
手
方
＝
株
式
会

社
愛
信
堂

【
議
案
第
67
号
】

○
取
得
す
る
動
産
＝
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
用
充
電
保
管
庫

（
そ
の
２
）

○
取
得
金
額
＝
２
８
５
７
万

１
４
０
０
円

○
契
約
の
相
手
方
＝
株
式
会

社
東
海
ソ
フ
ト
開
発
厚
木
事

業
所市

道
の
認
定

　

可
決
し
た
市
道
路
線
の
認

定
議
案
は
５
件
で
す
。

　

内
容
は
、
宅
地
分
譲
の
た

め
の
開
発
行
為
に
伴
い
、
元

町
地
内
、
関
口
字
寺て

ら

道ど
う

付つ
き

地

内
、下
川
入
字
二に

ノの

域い
き

地
内
、

戸
室
５
丁
目
地
内
、
緑
ケ
丘

65
歳
以
上
の
方
な
ど
の

�

イ
ン
フ
ル
予
防
接
種
無
料
化
を
可
決

（仮称）厚木市学校給食センターの建設予定地
（三田528番４ほか）

４
丁
目
地
内
に
そ
れ
ぞ
れ
１

路
線
を
新
た
に
認
定
す
る
も

の
で
す
。

教
育
委
員
の 

任
命
に
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
４
人
の

う
ち
、
１
人
の
任
期
が
満
了

す
る
こ
と
に
伴
う
後
任
委
員

と
し
て
、
宮み

や

崎ざ
き

昌ま
さ

彦ひ
こ

氏
（
妻

田
西
）
の
選
任
に
つ
い
て
の

議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、 

賛
成
全
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
に 

難
波
達
哉
氏

　

議
員
の
中
か
ら
選
出
す
る

監
査
委
員
が
辞
職
す
る
こ
と

に
伴
い
、
後
任
委
員
と
し
て

難な
ん

波ば

達た
つ

哉や

議
員
（
ネ
ク
ス
ト

あ
つ
ぎ
）
の
選
任
に
つ
い
て

の
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
、
賛
成
全
員
で
同
意
し
ま

し
た
。

難波監査委員

２
面
下
段
に
続
く

◆一般質問� ２～６面
◆国に提出した意見書� ４～５面
◆委員会・分科会の審査� ７面
◆常任委員などの一覧� ９面
◆本会議の審議結果� 10面

主 な 内 容

９月定例会議

決
算
お
よ
び
補
正
予
算
な
ど
25
議
案
を
認
定・可
決
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１
面
か
ら
続
く

補
正
予
算
①

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
、一
般
会
計・国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
と
公
共
下

水
道
事
業
会
計
の
３
件
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正（
第
10
号
）

の
主
な
歳
出
の
内
容
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

な
ど
に
よ
る
事
業
の
中
止
に

伴
い
、
健
康
ス
イ
ミ
ン
グ
事

業
費
・
青
少
年
自
然
文
化
体

験
研
修
事
業
費
・
農
業
ま
つ

り
事
業
補
助
金
・
か
な
が
わ

グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ
開
催
事
業

費
・
に
ぎ
わ
い
爆
発
あ
つ
ぎ

国
際
大
道
芸
開
催
事
業
費
・

あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
開
催
事
業

費
・
あ
つ
ぎ
飯
山
桜
ま
つ
り

開
催
事
業
費
・
緑
の
ま
つ
り

開
催
事
業
費
・
小
学
校
あ
つ

ぎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
元
気
塾
実
施
事
業

費・体
育
大
会
開
催
事
業
費
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
費
・
学

校
水
泳
プ
ー
ル
開
放
費
・
体

育
施
設
維
持
管
理
事
業
費
を

減
額
す
る
ほ
か
、鳶
尾
地
区
、

ま
つ
か
げ
台
・
み
は
る
野
地

区
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
を
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
運
行
事
業
費
お
よ

び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
運
行

管
理
事
業
補
助
金
の
措
置
、

台
風
な
ど
で
発
生
す
る
浸
水

な
ど
の
被
害
に
つ
い
て
想
定

調
査
を
実
施
す
る
水
害
被
害

想
定
調
査
事
業
費
の
措
置
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
学

習
用
端
末
な
ど
を
整
備
す
る

小
学
校
・
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
端
末
等
整
備
事
業

費
の
措
置
な
ど
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
会
計
補

正
（
第
１
号
）
の
内
容
は
、

地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規

定
の
適
用
に
よ
り
、
特
例
的

収
入
お
よ
び
支
出
と
し
て
計

上
し
て
い
た
未
収
金
お
よ
び

未
払
金
の
額
の
確
定
な
ど
に

伴
い
、変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
会
計
の
補
正
後
の
予

算
額
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
に
対
す
る
増
減
額
（
カ
ッ

コ
内
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
会
計
＝
１
１
４
７
億

６
１
５
５
万
３
千
円
（
14
億

８
５
４
５
万
円
増
）

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
＝
２
１
７
億
９
７
０
０

万
円
（
２
０
０
０
万
円
増
）

補
正
予
算
②

　

追
加
提
出
さ
れ
、
可
決
し

た
補
正
予
算
議
案
は
、
一
般

会
計
の
１
件
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正（
第
11
号
）

の
主
な
歳
出
の
内
容
は
、
市

立
小
・
中
学
校
の
修
学
旅
行

を
中
止
し
た
こ
と
に
伴
う

キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
負
担
す
る

た
め
、
教
育
活
動
推
進
事
業

費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
後
の
予
算
額
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
に
対
す
る

増
減
額
（
カ
ッ
コ
内
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
会
計
＝
１
１
４
７
億

８
０
６
３
万
円
（
１
９
０
７

万
７
千
円
増
）

補
正
予
算
③

　

追
加
提
出
さ
れ
、
可
決
し

た
補
正
予
算
議
案
は
、
一
般

会
計
の
１
件
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正（
第
12
号
）

の
主
な
歳
出
の
内
容
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
を
含
め
た
医
療
提

供
体
制
の
維
持
を
目
的
に
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
期
に
備
え
65
歳
以
上
の

方
と
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で

で
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
な

ど
の
重
い
病
気
で
日
常
生
活

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
が
い
を
有
す
る
方
を
対

象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
に
係
る
自
己
負
担

を
無
償
と
す
る
た
め
、
高
齢

者
予
防
接
種
事
業
費
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
後
の
予
算
額
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
に
対
す
る

増
減
額
（
カ
ッ
コ
内
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
会
計
＝
１
１
４
９
億

９
１
２
９
万
４
千
円
（
２
億

１
０
６
６
万
４
千
円
増
）

第
６
回
会
議
を

８
月
７
日
に
開
催

　

第
６
回
会
議
が
８
月
７
日

に
開
か
れ
、
議
会
運
営
委
員

お
よ
び
常
任
委
員
な
ど
の
選

任
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
９
面

参
照
）。

　

こ
の
ほ
か
、
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
「
令
和
２
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）」「
令
和
２
年
度
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）」
の
２
議
案
に
対
し
、

質
疑
を
行
っ
た
後
、採
決
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
、
一
般
会
計
お
よ
び
病
院

事
業
会
計
の
２
件
で
す
。

　

一
般
会
計
補
正
の
主
な
歳

出
の
内
容
は
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
保
育
所

な
ど
に
お
い
て
、
継
続
的
な

事
業
実
施
に
向
け
た
環
境
整

備
に
必
要
と
な
る
感
染
防
止

対
策
を
支
援
す
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
等
支
援
事
業
補
助

金
、
児
童
福
祉
施
設
等
感
染

拡
大
防
止
対
策
事
業
費
を
措

置
す
る
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
低
迷
し
た
消
費

を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
市

内
商
業
店
舗
を
支
援
す
る
た

め
、
に
ぎ
わ
い
カ
ム
バ
ッ
ク

市
内
商
業
店
舗
応
援
事
業

費
、
あ
つ
ぎ
飲
食
店
応
援
電

子
商
品
券
事
業
費
お
よ
び
あ

つ
ぎ
生
活
応
援
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
事
業
費
の
措
置
な
ど

を
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
活

動
の
回
復
を
図
る
た
め
の
事

業
な
ど
所
要
の
補
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　

各
会
計
の
補
正
後
の
予
算

額
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算

に
対
す
る
増
減
額
（
カ
ッ
コ

内
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
会
計
＝
１
１
３
２
億

７
６
１
０
万
３
千
円
（
10
億

３
４
９
万
６
千
円
増
）

◇
病
院
事
業
会
計
＝
収
益
的

収
入
予
定
額
１
１
４
億
６
０

１
０
万
４
千
円
（
３
億
１
３

６
２
万
５
千
円
減
）、
収
益

的
支
出
予
定
額
１
２
４
億
８

５
４
万
（
１
億
９
７
２
０
万

円
増
）、
資
本
的
収
入
予
定

額
８
億
７
５
５
万
６
千
円

（
３
０
０
０
万
円
増
）、
資
本

的
支
出
予
定
額
12
億
２
１
１

万
５
千
円
（
３
０
０
０
万
円

増
）
と
す
る
も
の
で
す
。

厚
木
秦
野
道
路
の
掘
割
区
間

へ
の
対
応
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
奈
良
　
直
史 

議
員

　

問　

掘
割
で
構
築
す
る
た

め
、
騒
音
、
景
観
、
日
照
問

題
を
解
決
し
や
す
い
が
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
分
断

す
る
懸
念
を
ど
の
よ
う
に

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
の
か
。

　

答
　
理
事　

掘
割
で
施
工

さ
れ
る
際
は
、
地
域
の
実
情

を
基
に
調
整
し
、
機
能
補
償

道
路
と
し
て
跨こ
ど
う
き
ょ
う

道
橋
で
対
応

す
る
と
国
か
ら
聞
い
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
保
持
さ
れ
る
よ
う

国
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

●
上
今
泉
岡
津
古
久
線
お
よ

び
厚
木
環
状
２
号
線

　

問　

妻
田
西
２
丁
目
付
近

と
林
５
丁
目
付
近
で
一
部
整

備
完
了
し
て
い
る
都
市
計
画

道
路
上
今
泉
岡
津
古
久
線
お

よ
び
厚
木
環
状
２
号
線
の
位

置
付
け
は
。

　

答
　
道
路
部
長　

平
成
29

　

問　

社
会
と
の
つ
な
が
り

の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
は
。

　

答
　
市
長　

高
齢
者
が
社

会
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

は
、
自
己
肯
定
感
や
安
心
感

を
も
た
ら
し
、
介
護
予
防
や

健
康
寿
命
の
延
伸
に
寄
与
す

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
健
康
で
生
き
が
い
に
満

ち
た
生
活
を
送
る
上
で
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

●
道
路
の
維
持
管
理

　

問　

安
心
安
全
な
道
路
環

境
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
長　

計
画
的
な
維

持
補
修
や
情
報
提
供
へ
の
速

や
か
な
対
応
と
と
も
に
、
道

路
施
設
の
増
加
や
老
朽
化
に

対
し
定
期
的
な
点
検
や
長
寿

命
化
を
図
り
、
効
率
的
な
維

持
管
理
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
心

年
度
策
定
の
第
８
次
厚
木
市

道
路
整
備
三
箇
年
計
画
で

は
、
骨
格
と
な
る
環
状
路
線

と
し
て
位
置
付
け
て
い
る

が
、
現
在
計
画
し
て
い
る
あ

つ
ぎ
の
道
づ
く
り
計
画
で

は
、
主
要
幹
線
道
路
へ
の
交

通
の
流
入
を
分
散
化
す
る
環

状
道
路
と
し
て
、
優
先
的
に

整
備
を
す
る
路
線
と
位
置
付

け
る
。

●
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
法

　

問　

令
和
元
年
12
月
施
行

の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
法

へ
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
政
策
部
長　

現
在
策

定
中
の
情
報
化
推
進
計
画

で
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
基
本
原

則
を
考
慮
し
た
施
策
を
進

め
、
国
の
動
向
な
ど
も
見
定

め
な
が
ら
、
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
し
て

い
く
。

安
全
な
道
路
環
境
の
確
保
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
市
街
地
開
発
事
業

　

問　

現
在
施
行
中
の
土
地

区
画
整
理
事
業
の
進し
ん

捗ち
ょ
くは
。

　

答
　
市
長　

新
た
な
産
業

拠
点
の
創
出
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
森
の
里
東
地

区
は
、
令
和
元
年
９
月
か
ら

立
地
企
業
２
社
目
が
操
業
を

開
始
す
る
と
と
も
に
、
本
年

６
月
末
に
Ｂ
工
区
が
完
成

し
、
残
る
Ｃ
工
区
の
早
期
完

成
に
向
け
造
成
工
事
が
継
続

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
酒
井

地
区
は
、
昨
年
９
月
に
土
地

区
画
整
理
組
合
を
設
立
認
可

し
、
現
在
、
仮
設
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
10
月
に

起
工
式
が
実
施
さ
れ
、
令
和

６
年
度
の
竣
工
に
向
け
て
、

本
格
的
な
造
成
工
事
が
実
施

さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　今定例会議では、23人の議員が３日間にわたり一般質問
を行い、市政全般の施策について市長などの考えを問いま
した。主な質問と答弁の要旨を紹介します。

一般質問 要旨

市政に関する

一般質問 要旨一般質問 要旨

市政に関する

高
齢
者
の
安
心
安
全
な
生
活
の

構
築
に
対
す
る
認
識
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
髙
橋  

豊 

議
員

10月19日に行われた酒井土地区画整理事業の起工式
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厚
木
市
議
会
で
は
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
対
し
議
案

な
ど
の
審
議
、
審
査
の
内

容
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
自
由
に
意
見
を
交
換

す
る
場
と
し
て
議
会
報
告

会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
を
受
け
、
本
市
で
も
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
延
期
、
中

止
が
相
次
ぎ
、
広
報
広
聴

特
別
委
員
会
で
も
秋
の
議

会
報
告
会
開
催
に
つ
い
て

協
議
を
し
た
結
果
、
中
止

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
の
リ
ス
ク
な

ど
、広
報
広
聴
の
在
り
方
、

課
題
を
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
生
活
様
式
が
求

め
ら
れ
る
中
で
、
議
会
の

役
割
を
果
た
す
た
め
、
例

え
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

す
る
方
法
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
も
含
め
、今
後
、

よ
り
よ
い
形
を
模
索
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
遠
藤
浩
一
・
山
﨑
由
枝
）

広
報
広
聴

　
特
別
委
員
会
か
ら

　

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
と
し
て
電
子
図
書
館

が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
が
、

開
設
の
考
え
は
。

　

答
　
教
育
長　

複
合
施
設

等
整
備
基
本
計
画
に
お
い

て
、
電
子
図
書
館
の
導
入
も

検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
電
子
書
籍
は
外
出
を
自

粛
す
る
方
に
も
有
効
と
考
え

て
い
る
。

　

問　

電
子
図
書
館
は
、
子

育
て
中
の
女
性
の
利
用
が
特

に
多
い
と
の
報
告
が
あ
り
、

「
動
く
絵
本
」
は
動
画
と
音

声
で
親
が
読
み
聞
か
せ
を
し

な
い
で
済
む
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
ま
た
、
他
人
の

目
を
気
に
せ
ず
気
軽
に
借
り

ら
れ
る
こ
と
や
、
図
書
館
の

開
館
時
間
に
行
け
な
い
方
の

夜
間
の
利
用
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
を
活
用
す
る
通
勤
通
学
者

に
も
便
利
で
あ
る
。さ
ら
に
、

　

問　

再
犯
率
の
地
域
実
態

や
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
、

専
門
的
立
場
の
方
の
ご
意

見
、
ご
要
望
な
ど
を
伺
う
こ

と
で
、
実
効
性
の
あ
る
計
画

に
な
り
、
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
取
り
組
み
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

　

答
　
福
祉
部
長　

計
画
策

定
に
向
け
た
意
見
交
換
、
ま

た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
市
民
の
皆
さ
ま

の
意
見
、
さ
ら
に
、
専
門
的

な
立
場
の
方
の
意
見
を
い
た

だ
き
、把
握
に
努
め
て
い
く
。

●
新
た
な
学
校
清
掃

　

問　

学
校
ト
イ
レ
の
清
掃

委
託
業
務
の
可
能
性
は
。
ま

た
、
教
室
や
廊
下
、
階
段
な

ど
、
水
拭
き
か
ら
モ
ッ
プ
な

ど
の
清
掃
用
具
を
中
心
と
し

た
清
掃
に
移
行
す
る
考
え
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
の
消
毒
・

　

問　

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
事

業
に
高
齢
者
の
見
守
り
ポ
イ

ン
ト
機
能
を
付
加
し
、
全
国

の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
商

店
街
が
あ
る
。
本
市
が
実
施

す
る
飲
食
店
応
援
電
子
商
品

券
事
業
で
も
独
自
の
取
り
組

み
を
期
待
し
た
い
が
見
解
は
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長　

今

回
の
事
業
で
使
用
す
る
電
子

ス
タ
ン
プ
を
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
活
用
し
た
い
。
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
、
市
内
で
利
用

す
る
こ
と
は
地
域
経
済
活
性

化
に
つ
な
が
る
た
め
、
大
変

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

●
障
が
い
児
相
談
支
援

　

問　

セ
ル
フ
プ
ラ
ン
を
無

く
す
た
め
、
支
援
の
拡
充
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

答
　
福
祉
部
長　

本
市
で

は
計
画
作
成
者
の
う
ち
セ
ル

フ
プ
ラ
ン
が
86
・
５
％
を
占

め
る
。
計
画
相
談
を
増
や
す

に
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と

事
業
者
の
双
方
に
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

個
々
の
発
達
の
状
況
や
障
害

の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
事

業
所
と
共
に
考
え
、
計
画
を

立
て
て
い
く
認
識
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
る
。

●
体
育
館
に
お
け
る
避
難
環
境

　

問　

非
常
時
に
エ
ア
コ
ン

の
あ
る
環
境
で
避
難
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
見
解
は
。

　

答
　
市
長
室
長　

体
育
館

で
は
基
本
的
に
大
型
扇
風
機

な
ど
で
の
換
気
を
考
え
て
い

る
が
、
体
育
館
以
外
の
浸
水

し
な
い
場
所
も
避
難
所
と
し

て
想
定
し
、協
議
し
て
い
る
。

　

問　

各
避
難
所
は
想
定
収

容
人
数
分
の
場
所
を
確
保
で

き
て
い
る
の
か
。

　

答
　
市
長
室
長　

コ
ロ
ナ

禍
で
の
避
難
所
の
開
設
で

は
、感
染
症
対
策
を
考
慮
し
、

例
年
よ
り
多
く
の
指
定
緊
急

避
難
場
所
な
ど
を
開
設
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
今
ま
で
小
・
中
学
校
の

体
育
館
だ
け
が
避
難
所
に

な
っ
て
い
た
が
、
校
舎
な
ど

の
利
用
に
つ
い
て
教
育
委
員

会
、
各
学
校
と
個
別
に
調
整

し
、
特
別
教
室
な
ど
を
中
心

に
避
難
所
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
各
避
難
所
に
お
け
る

収
容
人
数
に
は
限
度
が
あ
る

た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
、
自

宅
な
ど
が
安
全
で
あ
れ
ば
在

宅
避
難
、親
戚
宅
、知
人
宅
、

民
間
の
宿
泊
施
設
、
車
中
泊

な
ど
、
分
散
避
難
に
つ
い
て

も
努
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

周
知
啓
発
を
図
り
た
い
。

　
問　

各
避
難
所
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
。

　

答
　
市
長
室
長　

感
染
症

対
策
と
し
て
、
今
年
か
ら
避

難
所
運
営
委
員
会
、
自
主
防

災
隊
な
ど
で
専
用
の
受
付
を

設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
衛

生
用
の
物
品
、
ア
ル
コ
ー
ル

な
ど
の
消
毒
用
の
物
品
、
非

接
触
型
体
温
計
、
換
気
を
目

的
と
し
た
大
型
扇
風
機
、
室

内
用
テ
ン
ト
な
ど
の
物
資
や

避
難
所
運
営
に
お
け
る
感
染

症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を

地
元
と
職
員
に
配
布
し
、
安

心
し
て
避
難
で
き
る
よ
う
な

体
制
に
努
め
て
い
る
。

　

問　

災
害
廃
棄
物
、
避
難

所
お
よ
び
職
員
配
置
の
現
状

と
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

市
民
の
皆
さ

ま
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財

産
を
守
る
た
め
、
平
常
時
か

ら
防
災
対
策
を
進
め
て
い

る
。
近
年
、
全
国
各
地
で
発

生
し
て
い
る
災
害
は
、
想
定

を
は
る
か
に
超
え
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
も
重
要

と
な
る
た
め
、
必
要
に
応
じ

計
画
を
見
直
す
な
ど
、
防
災

対
策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

●
厚
木
市
定
員
管
理
方
針

　

問　

現
状
と
課
題
は
。
ま

た
、再
任
用
職
員
の
状
況
は
。

　

答
　
市
長　

第
６
次
行
政

改
革
大
綱
の
重
点
目
標
で
あ

る
強
い
組
織
の
実
現
に
向

け
、
効
率
的
な
事
務
執
行
を

図
り
な
が
ら
、
将
来
を
見
据

え
補
充
す
べ
き
人
員
は
的
確

に
確
保
し
て
い
く
戦
略
的
な

定
員
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、

豊
富
な
知
識
や
経
験
を
生
か

せ
る
52
の
職
場
に
１
１
４
人

を
配
置
し
て
お
り
、
今
後
も

一
層
の
活
用
を
図
る
。

●
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

問　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を

目
的
と
し
た
課
税
標
識
を
検

討
で
き
な
い
か
。

　

答
　
市
長　

原
動
機
付
自

転
車
な
ど
の
課
税
標
識
を
交

付
す
る
際
に
、
本
市
の
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
大
使
で
あ
る

あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん
の
シ
ー
ル

を
希
望
す
る
方
へ
配
布
し
、

余
白
に
貼て
ん

付ぷ

し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
デ

ザ
イ
ン
に
あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん

を
取
り
入
れ
た
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
の
導
入
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

新
た
に
始
ま
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
と
の
連
携
に
よ
り
、

児
童
・
生
徒
の
利
用
も
大
き

く
広
が
る
。
障
が
い
者
や
高

齢
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

全
て
の
世
代
に
と
っ
て
有
意

義
な
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
必
要

性
が
高
ま
る
こ
の
機
会
に
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
　
社
会
教
育
部
長　

ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
普
及
状
況
や
電
子

書
籍
化
の
動
向
に
注
目
し
、

新
た
な
図
書
館
建
設
に
向
け

て
導
入
の
検
討
を
続
け
て
き

た
。
外
出
自
粛
さ
れ
る
方
に

も
有
効
だ
と
考
え
て
お
り
、

引
き
続
き
導
入
を
目
指
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

清
掃
業
務
委
託
は
進
め
て
は

い
な
い
が
、
雑
巾
が
け
が

モ
ッ
プ
に
替
わ
っ
て
い
た
り

は
し
て
お
り
、
新
し
い
清
掃

の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
上

で
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

●
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

　

問　

平
成
28
年
か
ら
３
年

間
、
２
つ
の
モ
デ
ル
校
に
お

い
て
研
究
を
推
進
し
て
き
た

が
、
児
童・生
徒
の
変
容
や
、

教
職
員
の
教
育
観
、
授
業
力

向
上
な
ど
の
成
果
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

そ

の
子
に
必
要
な
支
援
に
合
わ

せ
て
学
校
を
変
え
る
と
い
う

発
想
で
教
職
員
が
取
り
組
め

た
こ
と
が
大
き
く
、
不
登
校

が
な
く
な
る
な
ど
劇
的
な
効

果
が
あ
っ
た
。

厚
木
市
に
電
子
図
書
館
を

開
設
す
る
考
え
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
髙
村
　
真
和 

議
員

インターネット議会中継
（録画放送）

会議録ができる
までの間、ご覧
になれます。

厚
木
市
地
域
防
災
計
画
の

現
状
と
課
題
は

日
本
共
産
党
　
栗
山
　
香
代
子 

議
員

再
犯
防
止
推
進
計
画
策
定
の

進
捗
状
況
は

き
ず
な
　
新
井
　
啓
司 

議
員

電
子
商
品
券
事
業
に
関
す
る

本
市
独
自
の
取
り
組
み
は

き
ず
な
　
髙
田  

昌
慶 

議
員

大
雨
特
別
警
報
に
よ
る

避
難
所
の
現
状
と
課
題
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
三
橋  

文
男 

議
員

会議録検索

過去の市議会だより
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問　

災
害
の
被
害
は
高
齢

者
や
障
が
い
者
に
集
中
す
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

対
象
者
と
作
成
の
状
況
は
。

　

答　

福
祉
部
長　

対
象
者

は
要
介
護
者
や
視
覚
障
が
い

者
な
ど
一
人
で
避
難
で
き
な

い
方
で
、
本
年
４
月
１
日
現

在
、２
６
４
２
人
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
避
難

支
援
な
ど
関
係
者
へ
個
人
情

報
の
提
供
に
同
意
い
た
だ
い

た
方
は
１
４
１
２
人
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
１
３
３
６
人
が
個

別
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

　

問　

避
難
支
援
は
ど
の
点

に
力
を
入
れ
て
い
く
の
か
。

　

答　

福
祉
部
長　

円
滑
に

避
難
支
援
を
行
う
た
め
、
個

別
計
画
を
通
し
て
要
支
援
者

本
人
の
防
災
意
識
を
高
め
、

日
ご
ろ
か
ら
地
域
に
お
け
る

顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
る

こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
災
害
時
に
安
心
し
て

避
難
で
き
る
よ
う
な
支
援
体

制
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
進

め
て
い
く
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

　

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
の
導
入
を
要
望
す
る
地
域

が
あ
る
が
、
２
カ
年
の
実
証

実
験
を
踏
ま
え
、
導
入
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　

答　

ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

交
通
不
便
地
域
の
移
動

手
段
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
や
生
活
関
連

施
設
の
立
地
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、
地
域
の
機
運
が
高
ま

り
次
第
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

問　

ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
き
た
か
。

　

答　

市
民
健
康
部
長　

ほ
っ
と
タ
イ
ム
サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
の
紹
介
や
、
産
前
・
産

後
サ
ポ
ー
ト
相
談
員
が
電
話

や
訪
問
な
ど
を
実
施
し
、
不

安
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
る

な
ど
、
個
別
支
援
は
継
続
し

て
い
た
。

●
産
婦
健
康
診
査

　

問　

実
施
す
る
考
え
は
。

　

答　

市
長　

産
婦
の
心
と

体
の
健
康
保
持
や
産
後
鬱う

つ

の

　

問　

開
発
行
為
後
、
当
該

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
諸
問
題
が

発
生
し
て
い
る
が
、対
応
は
。

　

答　

許
認
可
担
当
部
長　

問
題
解
決
に
努
め
て
い
る
が
、

稼
働
後
に
約
束
事
が
守
ら
れ

な
い
な
ど
の
事
案
も
聞
く
た

め
、
工
事
完
了
後
に
交
付
す

る
検
査
済
証
な
ど
に
重
要
な

約
束
事
項
を
添
付
す
る
な
ど

し
て
、
恒
久
的
な
施
設
運
営

に
つ
な
が
る
方
策
を
検
討
し

た
い
。

　

問　

生
活
道
路
の
横
須
賀

水
道
路
を
物
流
施
設
関
係
の

ト
ラ
ッ
ク
が
通
過
し
、
住
民

か
ら
振
動
や
騒
音
な
ど
の
苦

情
が
あ
る
。対
策
の
検
討
は
。

　

答　

道
路
部
長　

地
元
の

皆
さ
ま
と
相
談
し
、
可
能
な

対
策
を
検
討
し
た
い
。

　

問　

金
田
児
童
館
付
近
の

交
通
安
全
対
策
は
。

　

答　

協
働
安
全
部
長　

交

差
点
が
連
続
し
十
分
な
安
全

確
認
が
必
要
で
あ
り
、
児
童

た
ち
へ
の
通
過
車
両
の
注
意

喚
起
や
、流
入
車
両
に
対
し
、

流
入
抑
制
を
促
す
啓
発
看
板

の
設
置
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
河
川
の
水
害
対
策

　

問　

相
模
川
の
土
砂
を
除

去
し
、
流
量
を
増
や
す
た
め

の
河
道
掘
削
の
計
画
は
。

　

答　

都
市
整
備
部
長　

猿
ヶ
島
地
区
か
ら
上
依
知
地

区
、
ま
た
酒
井
地
区
か
ら
岡

田
地
区
な
ど
に
計
画
が
あ

り
、
現
在
も
順
次
実
施
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
継
続
的
な

実
施
を
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　

問　

昨
年
の
台
風
15
号
で

は
、
千
葉
県
で
電
柱
な
ど
が

倒
壊
し
停
電
の
復
旧
に
多
く

の
期
日
を
要
し
た
。
道
路
交

通
が
遮
断
さ
れ
、
支
援
や
復

旧
作
業
の
妨
げ
に
も
な
っ

た
。
和
歌
山
県
の
災
害
時
連

携
協
定
を
参
考
に
、
協
定
締

結
を
提
案
し
た
が
進し

ん

捗ち
ょ
くは
。

　

答　

市
長
室
長　

本
市
で

も
電
力
事
業
者
と
の
連
携
お

よ
び
神
奈
川
県
へ
の
働
き
か

け
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
災

害
時
に
お
け
る
両
社
の
協
力

関
係
構
築
に
関
す
る
事
項
を

定
め
た
、
地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

協
定
が
７
月
に
締
結
さ
れ

た
。
現
在
、
厚
木
市
と
電
力

会
社
間
で
の
役
割
分
担
な
ど

の
詰
め
を
進
め
て
い
る
。

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

　

問　
２
０
５
０
年
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
目
標
の
考
え
は
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

現

在
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
で
は
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
近
年
の
排
出
量
レ
ベ
ル

か
ら
８
割
落
と
す
と
い
う
目

標
に
な
っ
て
い
る
。

　

問　

神
奈
川
県
を
含
め
多

く
の
自
治
体
が
Ｃ
Ｏ
２
の
実

質
排
出
量
ゼ
ロ
と
い
う
高
い

目
標
設
定
を
行
い
、ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
っ
て

い
る
。
本
市
で
も
目
標
値
を

含
め
て
検
討
の
考
え
は
。

　

答　

環
境
農
政
部
長　

計

画
改
定
に
当
た
り
、
環
境
審

議
会
や
パ
ブ
コ
メ
を
通
じ
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
も

と
に
し
た
計
画
と
し
て
い
く
。

財
源
の
保
留
地
処
分
金
よ
り

多
く
な
っ
て
い
る
。
保
留
地

処
分
金
が
増
え
れ
ば
、
公
費

負
担
が
少
な
く
な
る
の
で
は
。

　

答　

市
街
地
整
備
担
当
部

長　

資
金
投
入
は
平
成
20
年

度
か
ら
か
な
り
費
や
し
て
い

る
。
一
般
的
に
保
留
地
処
分

金
が
増
え
れ
ば
収
入
が
支
出

を
上
回
る
た
め
、
公
費
負
担

で
は
な
く
、
増
額
相
当
分
の

保
留
地
減
歩
の
低
減
に
よ
り

地
権
者
に
還
元
し
、
収
支
を

合
わ
せ
る
が
、
森
の
里
東
地

区
は
当
初
認
可
時
と
比
べ
、

事
業
費
は
増
大
し
て
い
る

が
、
保
留
地
予
定
地
の
面
積

の
増
加
や
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
の
増
額
で
収
支
を

合
わ
せ
て
お
り
、
市
の
補
助

金
の
増
額
は
し
て
い
な
い
。

　

問　

契
約
件
名
の
末
尾
を

修
繕
と
し
、
入
札
及
び
契
約

金
額
に
上
限
の
な
い
担
当
課

発
注
が
多
い
が
、
見
解
は
。

　

答　

総
務
部
長　

修
繕
は

施
設
本
体
の
維
持
管
理
や
現

状
の
復
旧
な
ど
早
急
な
契
約

執
行
を
優
先
す
る
必
要
が
あ

る
。
監
督
員
・
検
査
員
の
任

命
は
再
任
用
職
員
も
含
め
技

術
職
の
配
置
に
努
め
て
い
く
。

●
森
の
里
東
土
地
区
画
整
理
事
業

　

問　

既
に
処
分
し
た
保
留

地
処
分
単
価
は
い
く
ら
か
。

　

答　

市
街
地
整
備
担
当
部

長　

１
平
方
㍍
当
た
り
約
４

万
８
０
０
０
円
程
度
で
あ
る
。

　

問　

公
費
負
担
額
は
ト
ー

タ
ル
で
１
２
０
億
８
７
０
０

万
円
を
超
え
て
お
り
、
自
主

災
害
支
援
の
視
点
に
よ
る
地

域
包
括
ケ
ア
社
会
の
現
状
は

日
本
共
産
党
　
池
田
　
博

 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
妊
産
婦
へ
の

支
援
の
取
り
組
み
は

公
明
党
　
田
上
　
祥
子 

議
員

ま
ち
づ
く
り
開
発
行
為
後
の

地
域
課
題
へ
の
対
応
は

き
ず
な
　
石
井
　
芳
隆 

議
員

電
力
会
社
と
の
災
害
時

連
携
協
定
締
結
の
進
捗
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
髙
橋
　
知
己 

議
員

小
規
模
工
事（
修
繕
）の

現
状
と
課
題
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
井
上
　
敏
夫 

議
員

予
防
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
実
施

に
向
け
調
整
を
進
め
て
い
る
。

●
新
生
児
聴
覚
検
査

　

問　

検
査
へ
の
助
成
事
業

を
実
施
す
る
考
え
は
。

　

答　

市
長　

先
天
性
聴
覚

障
害
は
、
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
支
援
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
音
声
言
語
の
発
達
な

ど
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
た
め
、
実
施
に
向
け
た

準
備
を
始
め
て
い
る
。

●
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の

な
い
学
び

　

問　

経
済
的
な
事
情
な
ど

で
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
の
整

備
が
で
き
な
い
家
庭
も
あ
る

か
と
思
う
が
、
今
後
、
家
庭

へ
の
整
備
を
進
め
る
に
当
た

り
、
何
ら
か
の
支
援
の
考
え

は
あ
る
か
。

　

答　

学
校
教
育
部
長　

今

後
の
端
末
の
整
備
と
併
せ
、

モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
貸
し

出
し
対
応
な
ど
に
つ
い
て
調

査
検
討
し
て
い
く
。

可 決 し た

意見書
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し財源の確保を求める意見書
　新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面して
いる。地域経済にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税など、
財源の激減が避けがたくなってきている。
　地方自治体においては、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など、喫緊の
財政需要への対応はじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を
生じ、これまでにない厳しい状況に陥ることが予想される。
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、次の事項を確
実に実現されるよう、強く要望する。

１�　地方の安定的な財政運営に必要な財源総額を確保すること。また、地方財源の不足や地
域間の税収等の格差是正については、地方間の財源の奪い合いとならないよう、国の責任
において調整をすること。
２�　令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収
補填措置を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め
弾力的に対応すること。
３�　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地
方税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、
有効性・緊急性を厳格に判断すること。
４�　とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する
見直しは土地・家屋・償却資産を問わず、断じて行わないこと。先の緊急経済対策として
講じた特例措置は、臨時・異例の措置として、やむを得ないものであったが、本来国庫補
助金などにより対応すべきものである。よって、今回限りの措置とし、期限の到来をもっ
て確実に終了すること。
５�　地域を超えた新型コロナウイルス感染症への対応を行っている公立病院の事業において
は、地方公営企業の医療活動における収益のみでは到底賄いきれるものではなく、地域医
療を支える公立病院としての役割を十分に果たしていけるよう、国において財源措置を講
じること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
� 令和２年９月７日

提出先＝�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、厚生労働
大臣、経済産業大臣、経済再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣

　

市
民
生
活
に
重
要
な
こ
と
で

も
、
そ
れ
が
国
や
県
の
仕
事
で

あ
る
場
合
な
ど
、
市
の
力
で
解

決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
市
議
会

で
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に

基
づ
き
、
意
見
書
を
国
会
ま
た

は
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
、
議

会
と
し
て
の
意
思
を
表
明
し
ま

す
。

　

９
月
定
例
会
議
で
可
決
し
た

意
見
書
は
次
の
２
件
で
す
。
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問　

昨
年
の
台
風
19
号
に

よ
る
緊
急
放
流
を
受
け
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
た
が
、

そ
の
内
容
は
。

　

答　

市
長
室
長　

計
画
規

模
を
超
え
る
降
雨
が
予
想
さ

れ
る
場
合
、
利
水
容
量
の
一

部
を
放
流
す
る
事
前
放
流
の

新
規
導
入
、
ま
た
、
降
水
時

の
ダ
ム
操
作
の
見
直
し
と
し

て
、
最
大
放
流
量
の
引
き
上

げ
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

●
災
害
廃
棄
物
対
策

　

問　

国
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

に
動
い
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
変
化
が
あ
る
か
。

　

答　

循
環
型
社
会
推
進
担

当
部
長　

８
月
に
示
さ
れ
た

　

問　

十
分
な
医
療
体
制
は

整
っ
て
い
る
か
。

　

答　

市
長　

厚
木
医
師
会

が
、
発
熱
外
来
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
を
始
め
ら
れ
て
い

る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

　

問　

避
難
所
に
お
け
る
感

染
症
対
策
は
。

　

答　

市
長　

ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
考
慮
し
、

公
民
館
や
小
・
中
学
校
な
ど

に
幅
広
く
避
難
所
を
開
設
す

る
予
定
で
、
新
た
に
感
染
症

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
し

た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
分
散
避
難
の
検
討
も
お

願
い
し
て
い
る
。

●
自
治
会
へ
の
資
料
提
供

　

問　

自
治
会
運
営
上
必
要

な
行
政
資
料
の
取
得
に
係
る

手
数
料
を
免
除
す
る
考
え
は
。

　

答　

協
働
安
全
部
長　

市

民
協
働
の
担
い
手
と
な
る
自

治
会
の
運
営
に
必
要
な
資
料

城
山
ダ
ム
緊
急
放
流
を

受
け
た
見
直
し
内
容
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
渡
辺
　
貞
雄 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
医
療
体
制
や

避
難
所
運
営
の
在
り
方
は

公
明
党
　
川
口
　
　
仁 

議
員

一般質問一般質問
主な質問
と答弁

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
特
に
大

型
廃
棄
物
撤
去
や
運
搬
支
援

が
可
能
な
自
衛
隊
の
役
割
が

明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　

問　

観
光
業
や
飲
食
業
へ

の
支
援
策
は
十
分
か
。

　

答　

市
長　

休
業
協
力
金

や
家
賃
助
成
を
早
期
に
実
施

し
た
。
ま
た
、
消
費
喚
起
に

向
け
た
観
光
復
興
支
援
事
業

や
飲
食
店
応
援
電
子
商
品
券

事
業
の
実
施
な
ど
、
経
済
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

問　

市
独
自
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　

答　

市
民
健
康
部
長　

実

施
を
予
定
す
る
他
の
自
治
体

は
保
健
所
を
自
ら
設
置
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
本
市

の
場
合
、
市
単
独
で
の
対
応

が
難
し
い
が
、
県
や
医
師
会

な
ど
と
共
に
研
究
し
た
い
。

は
無
償
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
使
用
目
的
を
確
認
の

上
、
減
免
す
る
形
に
な
る
。

●
障
が
い
者
施
策

　

問　

市
役
所
で
の
障
が
い

者
雇
用
の
推
進
状
況
は
。

　

答　

市
長　

法
定
雇
用
率

を
下
回
っ
て
い
る
た
め
、
障

が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
採
用
試
験
を
実
施
し
、
法

定
雇
用
率
の
達
成
に
努
め
る
。

　

問　

暗
所
視
支
援
眼
鏡
を

補
装
具
・
日
常
生
活
用
具
に

追
加
す
る
考
え
は
。

　

答　

市
長　

視
覚
障
が
い

者
の
方
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

有
用
性
を
調
査
し
て
い
く
。

　

問　

中
止
へ
の
経
緯
や
話

合
い
の
過
程
を
経
て
、
総
括

と
し
て
教
育
長
の
考
え
や
思

い
は
。

　

答　

教
育
長　

学
校
が
一

番
に
考
え
る
こ
と
は
子
ど
も

た
ち
の
こ
と
で
あ
り
、
ど
こ

の
学
校
で
も
何
と
か
、
子
ど

も
た
ち
が
計
画
を
し
た
修
学

旅
行
、
宿
泊
行
事
を
実
現
さ

せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い

で
、
で
き
る
手
立
て
を
精

い
っ
ぱ
い
考
え
、
講
じ
て
き

た
。
本
来
、
行
事
は
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
で
実
施
を
判
断
す

る
べ
き
も
の
だ
が
、
長
期
間

子
ど
も
た
ち
と
共
に
生
活

し
、
成
長
を
見
守
り
、
働
き

か
け
、
指
導
し
て
き
た
学
校

は
情
が
入
っ
て
し
ま
う
た

め
、
個
々
の
学
校
に
実
施
の

判
断
を
任
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の
活

動
や
先
生
方
の
指
導
に
対
し

て
、
最
終
的
な
責
任
を
負
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
教

育
委
員
会
で
あ
り
、
私
で
あ

る
。
子
ど
も
た
ち
が
目
の
前

に
い
る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
、
校
長
先
生
と
協
議

し
、
本
当
に
子
ど
も
た
ち
に

は
申
し
訳
な
い
が
、
中
止
の

判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
思
い
を
す
く
い
上
げ
、
そ

れ
に
代
わ
る
も
の
が
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
子
ど
も
た
ち

の
様
子
を
一
番
分
か
っ
て
い

る
先
生
方
が
、
子
ど
も
た
ち

と
の
話
し
合
い
や
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が

あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
方
向

で
進
め
て
ほ
し
い
。
そ
の
た

め
に
、
教
育
委
員
会
は
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
。

の
教
科
書
会
社
に
偏
り
が
あ

る
。
確
率
論
の
視
点
で
考
え

た
場
合
、お
か
し
い
の
で
は
。

　

答　

学
校
教
育
部
長　

教

科
書
採
択
は
教
育
委
員
会
が

行
っ
て
お
り
、
教
科
用
図
書

採
択
検
討
委
員
会
の
答
申
、

先
生
や
保
護
者
の
意
見
を�

集
約
し
て
、
最
も
厚
木
の
子

ど
も
た
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教

科
書
を
選
定
し
て
い
る
。
確

率
論
と
い
う
意
味
が
、
私
に

は
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。

　

問　

内
閣
府
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
な
ど
へ
の
応
募
を

念
頭
に
第
10
次
厚
木
市
総
合

計
画
を
策
定
す
る
考
え
は
。

　

答　

政
策
部
長　

現
在
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま
え
た
計
画

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
本

市
に
多
く
の
企
業
が
集
積
し

て
お
り
、
市
内
で
働
く
市
民

の
割
合
や
昼
夜
間
人
口
比
率

も
非
常
に
高
い
。
さ
ら
に
交

通
利
便
性
が
高
い
ほ
か
、
豊

か
な
自
然
環
境
が
整
っ
て
い

る
。
選
定
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
担
当
課
と
調
整
し
な

が
ら
研
究
し
た
い
。

修
学
旅
行
の
中
止
に
お
け
る

代
替
案
や
今
後
の
行
事
は

新
政
あ
つ
ぎ
　
望
月
　
真
実 

議
員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
と
政
策
の
考
え
は

無
会
派
　
髙
田
　
　
浩 

議
員

●
ご
み
袋
の
有
料
化

　

問　

憲
法
第
92
条
の
地
方

自
治
の
本
旨
に
反
す
る
と
評

価
さ
れ
る
が
、
見
解
は
。

　

答　

総
務
部
長　

今
の
と

こ
ろ
有
料
化
は
決
定
し
て
い

な
い
が
、
有
料
化
す
る
に
し

て
も
シ
ー
ル
制
の
導
入
な
ど

の
方
法
を
取
れ
ば
、憲
法
上
の

問
題
に
は
至
ら
な
い
と
い
っ

た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

●
小
・
中
学
校
の
教
科
書
採
択

　

問　

採
択
さ
れ
た
教
科
書

　

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

現
状
と
課
題
は
。

　

答　

市
長　

市
民
の
皆
さ

ま
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
厚
木
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
、
子
ど
も
の
安
全
を
守

る
た
め
の
防
犯
動
画
な
ど
を

積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
安

心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
培
わ
れ
た
市
民
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
機
運

を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
。

●
妻
田
薬
師
バ
ス
停
付
近
の

交
通
安
全
対
策

　
問　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

道
路
部
長　

市
道
妻

田
中
荻
野
線
の
歩
道
の
拡

幅
、
バ
ス
ベ
イ
の
設
置
、
安

全
な
待
機
場
所
の
確
保
な
ど

に
複
合
的
に
対
応
で
き
る
か

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
お
よ

び
関
係
地
権
者
と
調
整
し
て

い
く
。
時
間
は
か
か
る
と
思

う
が
、
清
水
小
学
校
の
児
童

や
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
で

安
全
に
利
用
で
き
る
歩
道
橋

を
含
め
た
道
路
環
境
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

●
睦
合
南
公
民
館
の
位
置
付
け

　

問　

公
共
施
設
最
適
化
基

本
計
画
に
基
づ
く
、
施
設
ご

と
の
具
体
的
な
対
応
方
針
を

定
め
る
個
別
施
設
計
画
に
お

け
る
位
置
付
け
は
。

　

答　

社
会
教
育
部
長　

地

域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
要
望

も
踏
ま
え
、
再
整
備
に
向
け

計
画
に
位
置
付
け
る
更
新
時

期
な
ど
に
つ
い
て
、
現
在
検

討
し
て
い
る
。

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

現
状
と
課
題
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
田
口
　
孝
男 

議
員

　義務教育費国庫負担制度は、国庫負担率が３分の１に引き下げられ、自治体においては独自財
源による定数措置も行われているものの、その財政を圧迫している。子供たちが全国どこに住ん
でいても、一定水準の教育を受けられる環境を整えるには、義務教育費国庫負担制度を存続・拡
充するとともに、義務教育教科書無償給与制度を堅持する必要がある。
　また、昨今では、新型コロナウイルス感染症による長期休業の影響で、教育課程の再編成、学
校行事の見直しや消毒作業などの負担が生じている。さらに、学校現場における課題が複雑化・
困難化する中、教職員の負担は増しており、未来を担う子供たちを育む学校現場において教職員
定数の改善は欠かせない。
　よって、国においては、次の事項について実現されるよう強く要望する。

１�　教育の機会均等、水準の維持・向上、無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度を存
続・拡充させること。また、学校事務職員・学校栄養職員をその対象から外さないこと。さら
に、義務教育教科書無償給与制度を継続すること。
２�　行き届いた教育を実現するために、学級編成標準の見直しや教職員の定数改善、35人以下学
級の着実な実施・進行、教職員の長時間労働是正など、教育環境を整備するための予算を確保・
拡充すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

� 令和２年10月６日

提出先＝�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

義務教育に係る国による財源確保と、35人以下学級の
着実な実施・進行を図り、教育の機会均等と水準の維
持・向上並びに行き届いた教育の保障を求める意見書
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一般質問一般質問
主な質問
と答弁

　

問　

本
市
の
対
策
は
。

　

答
　
市
長　

手
洗
い
な
ど

の
徹
底
、
日
常
生
活
に
新
し

い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
る

な
ど
の
基
本
的
な
感
染
予
防

対
策
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　

問　

あ
つ
得
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
お
け
る
各
種
ク
ー
ポ
ン

対
象
施
設
で
の
対
策
状
況
を

市
は
把
握
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
対
策
が
不
十
分
な
店
舗

が
あ
っ
た
場
合
の
働
き
か
け

は
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長　

観

光
協
会
や
市
の
職
員
が
全
施

設
を
回
り
、
対
策
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。ま
た
、

　

問　

学
校
施
設
の
消
毒
・

除
菌
作
業
は
、
子
ど
も
た
ち

が
触
れ
る
箇
所
か
ら
全
く
触

れ
な
い
箇
所
へ
と
き
め
細
か

い
た
め
、
業
務
量
は
減
る
由

も
な
い
。
多
忙
化
し
て
い
る

教
職
員
に
代
わ
っ
て
業
者
委

託
な
ど
の
考
え
は
。

　

答
　
教
育
長　

教
育
委
員

会
で
は
、
効
率
よ
く
消
毒
や

清
掃
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、

人
的
支
援
や
用
具
な
ど
の
配

布
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
作
業
の
委
託
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
研
究
課
題
の
一

つ
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

　

答　

学
校
教
育
部
長　

清

掃
、
消
毒
作
業
は
、
教
職
員

だ
け
で
は
な
く
、
庁
務
用
務

員
、
ス
ク
ー
ル・サ
ポ
ー
ト・

　

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
時
間
外

ほ
か
人
件
費
は
増
加
し
た
か
。

　

答
　
総
務
部
長　

４
月
か

ら
７
月
ま
で
の
時
間
外
勤
務

の
昨
年
度
比
較
は
、
特
別
定

額
給
付
金
を
担
当
し
た
福
祉

総
務
課
で
１
６
８
８
時
間
、

約
４
５
２
万
円
の
増
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

　

問　

事
務
量
増
加
に
よ
り

療
養
休
暇
を
取
得
し
た
職
員

は
。
ま
た
、
対
応
策
は
。

　

答
　
総
務
部
長　

業
務
量

増
加
に
よ
る
療
養
休
暇
取
得

は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
産

業
医
に
よ
る
早
期
復
帰
支
援

や
全
職
員
へ
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
通
じ
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
状
況
把
握

や
時
間
外
勤
務
の
削
減
を
徹

　

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
避
難

所
の
定
員
を
減
ら
さ
ざ
る
を

得
な
い
。
民
間
施
設
の
登
録

制
度
に
よ
り
、
１
年
で
避
難

所
を
28
カ
所
増
や
し
た
自
治

体
が
あ
る
。
本
市
も
避
難
所

を
増
や
す
た
め
に
民
間
施
設

の
力
を
借
り
て
は
ど
う
か
。

　

答
　
市
長
室
長　

本
市
で

は
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、

自
治
会
や
事
業
所
と
連
携
を

図
り
、
協
定
を
活
用
し
て
民

間
施
設
を
避
難
所
と
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
現

在
地
元
と
協
定
を
結
ん
で
い

る
事
業
所
は
２
社
で
あ
る
。

　

問　

小
・
中
学
校
校
内
の

消
毒
は
先
生
や
地
域
の
方
に

ス
タ
ッ
フ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
学
校
運
営
協
議

会
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

問　

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
来
年
度
以

降
継
続
す
る
予
定
は
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

ス

ク
ー
ル・サ
ポ
ー
ト・ス
タ
ッ

フ
な
ど
の
人
的
支
援
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。
各
学

校
の
ニ
ー
ズ
が
違
う
た
め
、

さ
ら
に
調
査
研
究
し
て
ま
い

り
た
い
。

　

問　

校
内
の
ト
イ
レ
な
ど

の
手
洗
い
場
を
自
動
水
栓
や

レ
バ
ー
式
に
整
備
す
る
考
え

は
。

　

答
　
教
育
長　

児
童
・
生

徒
の
日
常
で
の
水
栓
の
使
用

状
況
や
設
置
費
用
お
よ
び
保

守
の
面
か
ら
も
課
題
が
大
き

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

底
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。

　

問　

感
染
症
防
止
の
た
め

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
か
。

　

答
　
総
務
部
長　

会
議
時

間
の
短
縮
や
情
報
伝
達
の
み

の
会
議
の
見
直
し
、
ま
た
、

郵
送
可
能
な
窓
口
申
請
な
ど

に
関
し
て
、
積
極
的
に
郵
送

で
行
う
よ
う
周
知
し
た
。

●
グ
ラ
フ
で
見
る
統
計
あ
つ
ぎ

　

問　

事
業
所
数
の
増
減
の

原
因
は
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長
　
平

成
24
年
と
比
較
し
、
28
年
は

福
祉
に
関
す
る
事
業
所
が
１

０
４
増
加
し
て
い
る
。

　

問　

従
業
員
10
人
未
満
の

事
業
所
の
減
少
対
策
は
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長　

経

営
者
の
高
齢
化
が
課
題
で
あ

り
、
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
や

事
業
承
継
補
助
金
の
事
業
化

な
ど
の
支
援
を
継
続
し
て
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

頼
ら
ず
、
予
算
を
付
け
て
プ

ロ
に
任
せ
、先
生
の
多
忙
化
、

地
域
の
方
の
感
染
リ
ス
ク
や

不
安
を
解
消
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

感

染
防
止
対
策
の
中
心
が
施
設

の
消
毒
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

体
を
守
る
こ
と
へ
移
っ
て
お

り
、
そ
れ
も
併
せ
て
負
担
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

●
学
校
給
食
用
食
材
の
地
産

地
消
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材

　

問　

市
内
に
有
機
農
業
の

特
区
を
設
け
、
そ
こ
で
採
れ

た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
学

校
給
食
用
食
材
と
し
て
は
ど

う
か
。

　

答
　
環
境
農
政
部
長　

生

産
者
に
と
っ
て
安
定
的
な
収

入
に
つ
な
が
り
に
く
い
た

め
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
踏
み

込
め
な
い
現
状
が
あ
る
。
今

後
の
都
市
農
業
振
興
計
画
の

中
で
検
討
を
進
め
ら
れ
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

　

問　

市
の
防
災
・
危
機
管

理
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
見
づ

ら
く
分
か
り
づ
ら
い
。
早
急

な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

答
　
市
長　

今
年
度
実
施

し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
中
で
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
探
し
や
す

い
画
面
構
成
に
し
て
い
く
。

●
情
報
発
信
手
段
の
充
実

　

問　

市
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し

た
。
こ
れ
を
情
報
発
信
手
段

に
加
え
て
有
効
活
用
し
、
情

報
は
取
り
に
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
れ
ま
で

の
手
法
を
見
直
し
、
プ
ッ

シ
ュ
型
と
す
る
こ
と
を
求
め

た
い
が
、
見
解
は
。

　

問　

市
内
感
染
者
数
の
推

移
を
ど
う
分
析
し
、
対
策
や

支
援
策
に
反
映
し
て
い
る
か
。

　

答
　
市
長　

複
数
の
ク
ラ

ス
タ
ー
の
発
生
な
ど
に
よ
り

感
染
者
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
情
報
発
信
や
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の
開

設
、
地
域
経
済
の
支
援
な
ど

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後

も
適
切
な
支
援
、
対
策
を
講

じ
る
。

　

問　

各
方
面
か
ら
い
た
だ

い
た
寄
付
に
対
す
る
対
応
は
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

１

０
０
件
以
上
の
寄
付
を
い
た

だ
き
、
必
要
な
部
署
で
活
用

し
、
お
礼
状
の
送
付
や
ご
了

承
が
得
ら
れ
た
場
合
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
公
開
し
て
い
る
。

対
策
が
不
十
分
な
施
設
が

あ
っ
た
場
合
は
、
是
正
を
促

し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
信
頼

性
と
安
全
性
の
維
持
に
努
め

る
。

●
令
和
２
年
度
の
防
災
訓
練

　

問　

な
ぜ
中
止
で
は
な
く

延
期
な
の
か
。
ま
た
、
自
主

防
災
隊
の
防
災
訓
練
で
、
感

染
防
止
対
策
が
想
定
に
記
さ

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

答
　
市
長
室
長　

中
止
も

検
討
し
て
い
た
が
、
自
主
防

災
隊
な
ど
か
ら
感
染
症
対
策

を
踏
ま
え
訓
練
を
今
実
施
し

な
け
れ
ば
と
い
う
意
見
を
聞

き
、実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
自
主
防
災
隊
が
訓
練

や
会
合
を
行
う
場
合
、
感
染

防
止
対
策
が
絶
対
条
件
で
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
で
周
知
し

て
い
る
。

　

問　

自
宅
療
養
中
の
新
型

コ
ロ
ナ
の
陽
性
者
が
避
難
所

に
避
難
す
る
想
定
が
あ
る
か
。

　

答　

市
長
室
長　

本
人
へ

の
意
向
調
査
は
市
が
、搬
送
、

手
配
は
県
が
行
い
連
携
す
る
。

　

答
　
政
策
部
長　

Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
は
、
市
民
の
安
心
・
安

全
の
観
点
で
適
当
と
認
め
た

情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
合
わ
せ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
機

能
の
強
化
、
拡
充
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
。

●
避
難
情
報
の
伝
達
手
段

　

問　

聴
覚
障
が
い
者
に
対

す
る
避
難
情
報
の
伝
達
に
つ

い
て
は
、
視
覚
に
訴
え
る
必

要
性
が
あ
る
。
例
と
し
て
赤

色
灯
な
ど
が
あ
る
が
、
設
置

に
対
す
る
考
え
方
は
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

教

育
委
員
会
に
も
13
件
の
寄
付

を
い
た
だ
き
大
切
に
活
用

し
、
贈
呈
式
の
お
願
い
や
お

礼
状
の
送
付
を
行
っ
て
い
る
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

　

問　
実
証
実
験
に
よ
り
見

え
て
き
た
課
題
は
何
か
。

　

答　

市
長　

一
定
の
ニ
ー

ズ
は
確
認
さ
れ
た
が
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
た
移
動
手
段
と
し
て

の
定
着
が
課
題
で
あ
る
。

●
中
心
市
街
地
活
性
化

　

問　

人
口
減
少
時
代
を
見

　

答
　
財
務
部
長　

昨
今
の

新
し
い
庁
舎
な
ど
で
は
光
に

よ
る
誘
導
が
あ
り
、
新
庁
舎

で
は
導
入
に
向
け
配
慮
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
現
状

の
中
で
は
、
赤
色
灯
な
ど
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

が
得
ら
れ
る
よ
う
設
置
に
向

け
検
討
し
た
い
。

据
え
、
中
心
市
街
地
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
思
い
は
。

　

答
　
市
長　

土
地
利
用
を

図
り
、
厚
木
の
駅
前
の
顔
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
の
は

我
々
に
と
っ
て
悲
願
で
あ

る
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

や
近
隣
の
方
々
に
厚
木
は
変

わ
っ
て
い
く
と
い
う
思
い
が

伝
わ
る
よ
う
、
進
め
て
い
き

た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
対
策
は

無
会
派
　
後
藤
　
由
紀
子 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る

職
員
対
応
は

き
ず
な
　
松
本
　
樹
影 

議
員

小
・
中
学
校
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は

公
明
党
　
山
﨑
　
由
枝 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
本
市
の
対
応
は

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ
　
難
波
　
達
哉 

議
員

防
災
・
危
機
管
理
情
報
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
直
す
考
え
は

公
明
党
　
遠
藤
　
浩
一 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所

と
学
校
の
対
策
は

あ
つ
ぎ
の
会
　
名
切
　
文
梨 

議
員
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総
務
企
画

○
令
和
２
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

水
害
被
害
想
定
調
査

事
業
の
内
容
は
。
ま
た
、
広

報
の
時
期
は
。

　
答　

市
内
を
流
れ
る
１
級

河
川
・
準
用
河
川
の
９
河
川

が
氾
濫
し
た
際
の
各
種
の
被

害
想
定
に
つ
い
て
、
市
内
全

域
お
よ
び
市
内
15
地
区
ご
と

の
結
果
を
ま
と
め
る
。

　

令
和
３
年
２
月
、
３
月
に

は
地
域
に
ご
説
明
し
た
上

で
、
３
月
末
、
４
月
初
め
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周

知
し
て
い
く
。

　

問　

こ
れ
ま
で
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
の
違
い
は
。
ま

た
、
こ
の
時
期
に
補
正
予
算

で
取
り
組
む
背
景
は
。

　

答　

こ
れ
ま
で
の
洪
水
浸

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
浸

水
の
エ
リ
ア
、
浸
水
深
を
色

分
け
で
示
し
て
い
た
が
、
今

回
の
水
害
調
査
は
人
的
、
建

物
お
よ
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

被
害
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

被
害
想
定
数
値
を
出
す
の
が

大
き
な
目
的
で
あ
る
。
近
年

の
風
水
害
や
コ
ロ
ナ
禍
も
踏

ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
避
難
方

法
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
お
り
、
具
体
的
な
被
害
想

定
数
値
を
示
す
こ
と
が
重
要

と
考
え
、
来
年
の
出
水
期
に

は
活
用
し
た
い
た
め
、
補
正

予
算
で
対
応
し
て
い
る
。

○
令
和
元
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
【
所
管
科
目
】

　

問　

防
災
備
蓄
品
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
備
蓄
品
の
長

期
保
存
と
課
題
は
。

　

答　

備
蓄
食
料
の
保
存
期

間
は
、
３
年
か
ら
長
い
も
の

は
数
十
年
の
も
の
も
あ
る
。

食
材
で
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類

を
確
保
し
て
、
効
率
よ
く
管

理
し
て
い
く
。

　

問　

マ
イ
タ
ウ
ン
ク
ラ
ブ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
つ
い

て
、
今
回
の
シ
ス
テ
ム
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
市
民
に
自
宅

に
届
い
た
は
が
き
を
持
参
し

て
窓
口
に
来
る
こ
と
を
義
務

付
け
た
が
、
市
民
に
負
担
を

か
け
な
い
方
法
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

答　

公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
利
用
者
登
録
時
に
身
分

証
明
書
な
ど
を
提
示
い
た
だ

き
本
人
確
認
し
て
い
る
た

め
、
窓
口
で
の
登
録
を
お
願

い
し
て
い
る
。
ま
た
、
施
設

に
よ
っ
て
団
体
登
録
の
要
件

が
異
な
り
、
利
用
目
的
や
団

体
構
成
員
を
詳
細
に
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
施
設

ご
と
に
登
録
を
行
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
現
在
の
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
今
後
は
利
用
者
が
窓
口

に
出
向
か
な
く
て
も
手
続
き

が
で
き
る
運
用
の
仕
組
み
作

り
や
登
録
要
件
の
統
一
化
、

手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て

施
設
所
管
課
と
調
整
を
図
っ

て
い
く
。市

民
福
祉

○
令
和
２
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

保
育
所
維
持
補
修
事

業
費
の
増
額
に
つ
い
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
が
十
分
確
保
で
き
な
い

中
で
、
相
川
保
育
所
の
遊
具

交
換
に
お
け
る
安
全
対
策
は
。

　

答　

遊
具
の
左
右
に
架
か

る
橋
の
腐
食
が
進
み
、
令
和

２
年
５
月
か
ら
使
用
を
禁
止

し
て
い
る
。
安
全
対
策
と
コ

ロ
ナ
禍
で
も
児
童
に
は
園
内

で
伸
び
伸
び
と
体
を
動
か
し

遊
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
考

え
、
新
し
く
同
程
度
の
遊
具

を
設
置
す
る
。

○
令
和
元
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
【
所
管
科
目
】

　

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
に
つ
い
て
、
学
校
と

の
連
絡
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

　

答　

日
頃
か
ら
密
に
連
絡

を
取
っ
て
お
り
、
児
童
の
様

子
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
て

い
る
。

　

問　

各
学
校
に
お
け
る
情

報
共
有
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の

よ
う
に
取
る
の
か
。

　

答　

月
１
回
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
主
任
を
集
め
て

会
議
を
行
い
、
そ
の
内
容
を

さ
ら
に
各
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
指
導
員
会
議
で
共
有
す

る
形
を
取
っ
て
い
る
。

　

問　

児
童
虐
待
の
相
談
件

数
の
推
移
は
。

　

答　

平
成
29
年
度
は
１
６

９
件
、30
年
度
は
２
６
３
件
、

令
和
元
年
度
は
３
４
９
件
で

あ
り
、年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

問　

児
童
相
談
所
と
市
と

の
役
割
分
担
は
。

　

答　

子
ど
も
の
保
護
が
必

要
と
さ
れ
る
よ
う
な
重
篤
な

事
案
は
児
童
相
談
所
が
、
学

校
や
保
育
園
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
が
必
要
な
場
合
は

市
が
対
応
し
、
事
案
に
よ
っ

て
は
両
者
が
連
携
し
て
支
援

し
て
い
る
。

○
令
和
元
年
度
厚
木
市
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て

　

問　

介
護
の
担
い
手
は
足

り
て
い
る
か
。

　

答　

介
護
人
材
は
基
準
を

満
た
し
て
い
る
。
特
に
専
門

職
に
つ
い
て
は
、
就
職
相
談

会
や
介
護
人
材
確
保
支
援
事

業
な
ど
に
よ
る
確
保
に
努

め
、
採
用
な
ど
に
つ
な
が
っ

た
。
ま
た
、
市
内
の
介
護
事

業
所
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

を
活
用
し
た
求
人
活
動
、
専

門
学
校
へ
の
呼
び
掛
け
な
ど

に
よ
り
人
材
確
保
に
努
め
て

お
り
、
令
和
元
年
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
は
１
３
４
人

増
員
し
て
い
る
。

○
令
和
元
年
度
厚
木
市
病
院

事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て

　

問　

経
営
改
善
ア
ク
シ
ョ

ン
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

救
急
患
者
の
受
け
入

れ
件
数
の
拡
大
、
病
床
利
用

率
の
拡
大
、
診
療
体
制
の
変

更
、
給
与
体
系
の
見
直
し
、

診
療
材
料
費
な
ど
の
使
用
の

適
正
化
、
施
設
基
準
の
見
直

し
お
よ
び
さ
ら
な
る
経
費
の

削
減
と
い
う
７
つ
の
目
標
を

立
て
、
特
に
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
に
よ
る
病
床
利
用
率

の
向
上
が
緊
急
的
な
課
題
と

認
識
し
、
病
院
の
経
営
安
定

化
を
図
っ
て
い
る
。

環
境
教
育

○
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　

問　

相
手
方
で
あ
る
厚
木

学
校
給
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
給
食
提
供
サ
ー
ビ
ス
の

経
験
値
は
。
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
の

か
。

　

答　

グ
ル
ー
プ
代
表
企
業

の
東
洋
食
品
は
全
国
で
１
日

に
１
０
０
万
食
以
上
の
学
校

給
食
を
提
供
す
る
国
内
大
手

企
業
で
あ
り
、
近
隣
市
で
も

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
績
が
あ

る
。
ま
た
、
本
市
の
単
独
調

理
場
２
校
で
調
理
業
務
委
託

を
受
託
し
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
実
績
を
遺
憾
な
く

発
揮
い
た
だ
け
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

問　

予
定
価
格
と
契
約
金

額
に
14
億
円
近
い
差
が
あ
り

不
安
も
感
じ
る
が
、
差
額
の

要
因
は
。
予
定
価
格
の
見
通

し
に
甘
さ
は
な
い
か
。

　

答　

下
見
積
も
り
を
徴
取

し
、
内
容
を
精
査
の
上
、
適

正
に
価
格
の
設
定
を
し
て
い

る
。
企
業
努
力
に
よ
る
運
営

経
費
な
ど
の
削
減
に
よ
る
も

の
で
、
先
進
事
例
を
見
て
も

適
正
に
運
営
で
き
る
範
囲
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

○
令
和
２
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
に
つ
い
て
、
負
担
い

た
だ
け
る
の
は
保
護
者
と
し

て
あ
り
が
た
い
が
、
漏
れ
な

く
処
理
で
き
て
い
る
か
。

　

答　

小
学
校
は
４
校
が
該

当
し
、
う
ち
２
校
に
キ
ャ
ン

セ
ル
料
、
残
り
の
２
校
に
企

画
料
が
発
生
し
て
い
る
。
ま

た
、
中
学
校
は
13
校
全
て
が

該
当
し
、
８
校
に
キ
ャ
ン
セ

ル
料
が
、
残
り
の
５
校
に
企

画
料
が
発
生
し
て
い
る
。
今

回
の
補
正
予
算
で
は
こ
れ
ら

の
ほ
か
、
返
金
す
る
に
当

た
っ
て
掛
か
る
振
込
手
数
料

や
一
部
の
保
護
者
が
利
用
す

る
シ
ス
テ
ム
の
利
用
料
な
ど

も
含
ま
れ
て
い
る
。

○
令
和
元
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
【
所
管
科
目
】

　

問　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
推
進
事

業
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
係
で

活
動
が
進
め
ら
れ
な
い
部
分

も
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
活
動
指
針
な
ど
は
示
さ

れ
て
い
る
か
。

　

答　

今
年
度
に
入
り
、
日

本
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
機
構
か
ら
実
施
方
法
を
工

夫
し
、
で
き
る
範
囲
で
進
め

る
こ
と
、
継
続
し
た
安
全
診

断
を
実
施
す
る
こ
と
、
こ
れ

ま
で
に
構
築
し
た
仕
組
み
や

向
上
し
た
能
力
を
コ
ロ
ナ
対

策
に
積
極
的
に
活
用
し
、
安

全
確
保
と
向
上
に
努
め
る
こ

と
の
３
点
が
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
大
き
く
変
更
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
あ
る

た
め
、
活
動
を
無
理
に
従
来

ど
お
り
展
開
す
る
必
要
は
な

い
と
の
見
解
も
い
た
だ
い
て

い
る
。都

市
経
済

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　

問　

認
定
す
る
に
当
た

り
、
道
路
境
界
を
確
定
し
て

い
る
が
、
座
標
は
国
家
座
標

と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答　

全
て
国
家
座
標
で
あ

る
。

　

問　

転
回
広
場
の
設
置
基

準
は
。

　

答　

厚
木
市
道
路
構
造
基

準
お
よ
び
都
市
計
画
法
上
の

袋
路
状
道
路
の
取
り
扱
い
で

規
定
さ
れ
て
い
る
。

○
令
和
２
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

【
所
管
科
目
】

　

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

は
運
賃
で
運
営
費
の
半
分
は

な
か
な
か
賄
え
ず
、
福
祉
と

い
う
意
味
合
い
が
非
常
に
強

い
が
、
ほ
か
の
地
区
か
ら
の

要
望
は
あ
る
の
か
。

　

答　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
意
見
は
多
く
あ
り
、
今
年

度
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
５

つ
の
地
域
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
を
実
施
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
高
齢
者
の
移
動
に
関

す
る
意
見
は
非
常
に
多
く
、

充
足
し
た
路
線
バ
ス
を
補
完

す
る
乗
り
物
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
通
を
実
施
し
て
い

る
が
、
全
市
的
な
展
開
は
現

在
、
作
成
中
の
（
仮
称
）
総

合
都
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

　

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
減
額

補
正
に
つ
い
て
、
か
な
が
わ

グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ
、
に
ぎ
わ

い
爆
発
あ
つ
ぎ
国
際
大
道

芸
、
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
お
よ

び
あ
つ
ぎ
飯
山
桜
ま
つ
り
が

中
止
と
な
り
、
失
わ
れ
た
経

済
効
果
の
試
算
は
。

　

答　

令
和
元
年
度
の
経
済

波
及
効
果
は
、
か
な
が
わ
グ

ル
メ
フ
ェ
ス
タ
が
約
２
億
８

０
０
０
万
円
、
国
際
大
道
芸

が
約
２
億
４
０
０
０
万
円
、

あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
が
約
10
億

円
、
あ
つ
ぎ
飯
山
桜
ま
つ
り

が
約
８
１
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

○
令
和
元
年
度
厚
木
市
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
に
つ
い
て

　

問　

市
街
化
調
整
区
域
の

汚
水
整
備
は
令
和
３
年
度
か

ら
始
ま
る
が
、
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
準
備
を
進
め
て
き

た
か
。

　

答　

平
成
29
年
度
に
汚
水

処
理
整
備
計
画
の
策
定
、
30

年
８
月
に
下
水
道
整
備
区
域

の
公
表
、
下
水
道
法
上
の
事

業
計
画
変
更
の
手
続
き
、
ま

た
国
の
社
会
資
本
整
備
交
付

金
が
令
和
８
年
度
ま
で
未
普

及
対
策
と
し
て
活
用
で
き
る

こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
度
ま

で
に
幹
線
管か

ん

渠き
ょ

の
基
本
設
計

や
実
施
設
計
な
ど
の
準
備
を

進
め
て
き
た
。

委員会・分科会の審査
補正予算・決算など
―主な質疑と答弁―

　令和２年度補正予算、令和元年度決算など
の議案について、委員会・分科会での主な質
疑と答弁を紹介します。
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要
望
事
項

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
各

分
科
会
で
の
審
査
の
結
果
、

最
終
日
に
予
算
決
算
常
任
委

員
長
か
ら
、
次
の
と
お
り
要

望
事
項
が
報
告
さ
れ
、
現
年

度
な
ら
び
に
翌
年
度
以
降
の

行
財
政
運
営
に
反
映
さ
せ
、

対
応
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
し
た
。

総
務
企
画

１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
は
じ
め
と
し
た
感
染
症
や

自
然
災
害
へ
の
備
え
を
よ
り

一
層
強
化
し
、
被
災
時
等
の

リ
ス
ク
の
縮
減
に
努
め
る
と

と
も
に
、
計
画
的
な
財
政
運

営
を
図
ら
れ
た
い
。

２　

市
の
事
業
に
つ
い
て
、

民
間
感
覚
を
取
り
入
れ
る
と

と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
、
部
署
間
の
連
携
強
化
、

事
業
に
係
る
専
門
職
員
の
採

用・育
成
を
図
り
、市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
及
び
コ
ス
ト
の

低
減
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

３　

情
報
プ
ラ
ザ
の
市
所
有

床
に
つ
い
て
、
国
庫
補
助
金

を
返
還
し
た
上
で
、
当
該
所

有
床
の
売
却
を
検
討
さ
れ
た

い
。市

民
福
祉

１　

超
少
子
高
齢
社
会
が
さ

ら
に
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
中
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
、
人
材
の
確
保
と

細
や
か
な
支
援
体
制
の
強
化

に
努
め
ら
れ
た
い
。

２　

市
民
の
健
康
維
持
促
進

や
生
涯
学
習
の
さ
ら
な
る
充

実
に
向
け
、
よ
り
一
層
、
市

民
が
参
加
し
や
す
い
施
策
の

推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

３　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
税
収

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

市
民
福
祉
及
び
医
療
向
上
の

た
め
、
積
極
的
な
財
源
の
確

保
に
努
め
、
社
会
的
弱
者
や

高
齢
者
に
寄
り
添
う
地
域
包

括
ケ
ア
社
会
の
推
進
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

環
境
教
育

１　

予
算
執
行
に
当
た
っ
て

は
常
に
社
会
情
勢
を
的
確
に

捉
え
、
公
の
責
任
を
し
っ
か

り
果
た
せ
る
よ
う
、
長
期
的

視
点
に
立
っ
て
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２　

教
育
環
境
、
教
職
員
の

労
働
環
境
、
災
害
対
策
な
ど

の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
、

教
育
に
関
す
る
十
分
な
予
算

拡
充
を
検
討
さ
れ
た
い
。

３　

持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
の
た
め
、
積
極
的
な
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進

に
取
り
組
む
な
ど
、
環
境
に

関
す
る
制
度
設
計
を
進
め
ら

れ
た
い
。都

市
経
済

１　

超
高
齢
社
会
に
お
け
る

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
（
公
共
用
地
取
得
事
業
・
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
・
国
民
健
康
保
険
事
業
・
介
護
保
険
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
）
の
歳
入
歳

出
決
算
お
よ
び
病
院
事
業
会
計
決
算
は
、
定
例
会
議
初
日
に
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
部
門
別
の
分
科
会
で
分
担
し
、
９
月
23
日
に
総
務
企
画
分
科
会
、
24
日
に

市
民
福
祉
分
科
会
、25
日
に
環
境
教
育
分
科
会
、28
日
に
都
市
経
済
分
科
会
を
開
催
し
、

決
算
書
お
よ
び
関
係
書
類
を
基
に
、
行
政
効
果
や
財
源
の
確
保
、
予
算
執
行
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
全
会
計
と
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
予
算
決
算
常
任
委
員
長
報
告
に
盛
り
込
ま
れ
た
要
望
事
項
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
　
決
算
の
認
定

令和元年度決算の内容■一般会計決算
歳入内訳 歳出内訳（目的別）

市民１人当たりに使われた金額

４０１, ５９３円
※一般会計歳出総額90,012,595,738円を令和２年
４月１日現在の人口224,139人で割ったもの

【主な使い道（目的別）の内訳】
◆民生費･･･ １５０, ３９２円
（社会福祉費、児童福祉費、生活保護費など）
◆総務費･･･ ５３, ６９２円
（総務管理費、企画文化費、徴税費など）
◆土木費･･･ ５２, ２７３円
（都市計画費、道路橋りょう費、土木管理費など）
◆衛生費･･･ ４８, ４２２円（清掃費、保健衛生費）
◆教育費･･･ ３７, ５６９円
（小・中学校費、社会教育費、教育総務費など）
◆公債費･･･ ２５, ０７９円（借入金返済）
◆商工費･･･ １４, １８３円（商工費）
◆その他･･･ １９, ９８３円

（単位：円）■会計別決算

《参考》平成30年度一般会計決算額　　歳入総額92,892,540,607円、歳出総額88,916,673,616円

会　　　計　　　名 予 算 現 額 収 入 済 額 支 出 済 額 収支差引額 翌年度繰越
財 源 額

翌年度繰越又は
繰 上 充 用 額

一　般　会　計 98,235,308,377 94,401,338,625 90,012,595,738 4,388,742,887 660,858,867 3,727,884,020

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

公共用地取得事業 1,510,265,738 1,495,842,540 1,495,821,669 20,871 20,871 0 

後期高齢者医療事業 2,839,468,000 2,840,377,580 2,803,250,076 37,127,504 0 37,127,504 

国民健康保険事業 22,853,846,000 22,588,894,115 22,434,019,655 154,874,460 0 154,874,460 

介 護 保 険 事 業 14,803,073,000 14,452,851,881 13,968,309,318 484,542,563 0 484,542,563 

公共下水道事業 6,505,022,000 5,518,023,965 5,074,034,605 443,989,360 117,420 443,871,940 

小 計 48,511,674,738 46,895,990,081 45,775,435,323 1,120,554,758 138,291 1,120,416,467 

合　　　　　計 146,746,983,115 141,297,328,706 135,788,031,061 5,509,297,645 660,997,158 4,848,300,487 

　企業会計のため、一事業年度の経営活動に伴い発生する
「収益的収支」と、将来の経営活動に備えて行う施設整備
などに伴い発生する「資本的収支」に分かれています。

○　病院事業会計決算� （単位：円）

（　　　）内は、消費税および地方消費税抜きの金額

◆収益的収支� ※令和元年度純損失1,317,555,671円
収入総額 9,992,523,483

（9,975,189,513）
支出総額 11,308,546,281

（11,052,520,488）
医業収益 9,314,651,337 医業費用 11,045,930,700
医業外収益 658,721,152 医業外費用 238,367,899
特別利益 19,150,994 特別損失 24,247,682

◆資本的収支
収入総額 2,924,864,795 支出総額 1,190,889,640
負担金 489,376,000 建設改良費 167,697,281
企業債 102,600,000 企業債償還金 963,801,940
貸付返還金 1,440,000 他会計借入金償還金 33,193,459
基金繰入金 31,448,795 投資 26,196,960
出資金 2,300,000,000

歳出総額
900億1，259万6千円

歳入総額
944億133万9千円

市税
485億8，433万7千円
 （51．5％）

市債
69億3，910万円
（7．4％）

県支出金
54億3，811万5千円
（5．8％）

諸収入
40億3，487万7千円
（4．3％） 

地方消費税交付金
45億486万1千円
（4．8％）

繰越金
39億7，586万7千円（4．2％）

その他
36億1，253万6千円（3．7％）

使用料及び手数料
13億7，762万3千円（1．5％）

民生費
337億875万1千円
（37．4％）

総務費
120億3，442万8千円
（13．4％）

土木費
117億1，652万2千円（13．0％）

衛生費
108億5，328万円
（12．1％）

教育費
84億2，067万円
（9．4％）

公債費
56億2，117万3千円
（6．2％）

商工費
31億7，898万円
（3．5％）

消防費
31億1，904万3千円
（3．5％）

農林水産業費
6億5，714万5千円（0．7％）

議会費
4億4，019万6千円（0．5％） 労働費

2億6，240万8千円（0．3％）

国庫支出金
132億5，832万4千円
（14．0％）

繰入金
26億7，569万9千円（2．8％） 

最終日に委員長報告をする
神子予算決算常任委員会委員長

人
口
減
少
時
代
を
見
据
え
た

中
で
、
事
業
内
容
を
十
分
に

精
査
、
検
討
し
、
地
域
包
括

ケ
ア
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に

進
め
、
市
民
の
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
次
年
度

以
降
の
市
税
収
入
が
大
幅
に

落
ち
込
む
と
予
想
さ
れ
る
な

か
、
商
業
や
観
光
、
企
業
誘

致
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済

の
活
性
化
を
加
速
さ
せ
る
と

と
も
に
、
中
心
市
街
地
整
備

事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
の
計
画
的
な
社
会
基
盤

整
備
に
つ
い
て
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
推
進
さ
れ

た
い
。

３　

道
路
や
下
水
道
な
ど
、

市
民
か
ら
の
要
望
事
項
等
に

つ
い
て
は
、
速
や
か
に
事
業

の
着
手
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
に
関

す
る
事
業
に
当
た
っ
て
は
、

事
業
者
の
競
争
原
理
が
働
く

よ
う
な
補
助
金
交
付
の
在
り

方
を
検
討
し
、
公
平
、
公
正

な
事
業
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。
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会派等名（表記）と所属議員一覧
○は代表者【令和２年10月７日現在】

会派等名（所属議員数） 会派表記 所属議員氏名（住所等、電話番号）

ネクストあつぎ　（８人） ネクス

○難波　達哉（下荻野1413　☎291-1750）
　奈良　直史（及川1-14-25　☎210-8881）
　三橋　文男（小野2298-1　☎248-9779）
　田口　孝男（妻田北2-16-18　☎222-7129）
　髙橋　　豊（愛甲4-5-5　☎247-8453）
　瀧口慎太郎（長谷1526　☎247-1058）
　井上　　武（幸町2-9　☎229-5777）
　神子　雅人（戸田1862-1　☎220-1233）

公 明 党　（５人） 公明党

○川口　　仁（山際1020-4　☎245-8794）
　寺岡まゆみ（戸室2-23-20　☎223-7207）
　遠藤　浩一（中町4-10-4-406　☎296-7229）
　山﨑　由枝（棚沢205-3　☎241-8527）
　田上　祥子（林2-24-10　☎221-1361）

き ず な（４人） きずな

○石井　芳隆（金田478　☎222-2658）
　髙田　昌慶（幸町10-15オフィスナンバ２階　☎404-7050）
　松本　樹影（上荻野1344-1　☎242-5550）
　新井　啓司（毛利台3-30-6　☎248-4915）

新 政 あ つ ぎ（３人） 新　政
○髙橋　知己（毛利台3-28-12　☎248-0612）
　望月　真実（幸町9-6-1　☎295-8420）
　髙村　真和（森の里3-2-8　☎404-3454）

あつぎみらい（２人） みらい ○渡辺　貞雄（飯山4544　☎241-1726）
　松田　則康（猿ヶ島233-1　☎245-1820）

あ つ ぎ の 会（２人） あつぎ ○名切　文梨（戸室1-24-20-606　☎222-2787）
　井上　敏夫（金田727　☎222-2151）

日 本 共 産 党（２人） 共産党 ○栗山香代子（恩名5-8-1-1301　☎247-8595）
　池田　博 （愛甲3-26-15　☎080-3349-6550）

無 会 派（１人） 無会派Ａ 　髙田　　浩（鳶尾5-2-17　☎242-1930）

無 会 派（１人） 無会派Ｂ 　後藤由紀子（中町3-17-17　☎223-8323）

※三橋文男、髙田昌慶、望月真実、名切文梨議員の住所および電話番号は事務所となっております。
※後藤由紀子議員は、住所を公開していないため、市役所の所在地を記載しております。
※�井上武、髙村真和、後藤由紀子議員の電話番号は事務所となっております。

◆監査委員／難波達哉
◆厚木愛甲環境施設組合議会議員／奈良直史、栗山香代子、
　瀧口慎太郎、遠藤浩一、望月真実、渡辺貞雄、石井芳隆
◆公益財団法人宮ヶ瀬ダム周辺振興財団評議員／寺岡まゆみ
◆国道246号バイパス建設促進協議会委員／寺岡まゆみ
◆国道412号線建設改良促進協議会委員／寺岡まゆみ
◆首都圏中央連絡道路建設促進期成同盟会参与／寺岡まゆみ
◆新東名高速道路建設促進期成同盟会参与／寺岡まゆみ
◆都市計画審議会委員／寺岡まゆみ、髙橋豊
◆青少年問題協議会委員／遠藤浩一
◆鳶尾山対策協議会委員／髙田浩、山﨑由枝、難波達哉、
　田上祥子
◆主要地方道伊勢原津久井線建設改良促進協議会委員／三橋文男
◆上飯山中津上依知線道路整備促進協議会顧問・委員／寺岡まゆみ、
　松本樹影、川口仁、渡辺貞雄、石井芳隆
◆中津川堤防道路整備促進協議会顧問・委員／寺岡まゆみ、
　後藤由紀子、奈良直史、井上敏夫、田口孝男、山﨑由枝、
　川口仁、田上祥子、松田則康、石井芳隆
◆座間荻野線建設促進協議会顧問・委員／寺岡まゆみ、松本樹影、
　髙田浩、井上敏夫、山﨑由枝、難波達哉、川口仁、松田則康、
　石井芳隆

市議会選出の各種委員会委員など
【令和２年10月６日現在】

常任委員・議会運営委員・特別委員一覧
【令和２年８月７日現在】
◎印は委員長、○印は副委員長
※（　）は会派《正式名称は下表参照》。
　無会派は会派に所属していない議員

◎川口　　仁 ○渡辺　貞雄 　松本　樹影
　（公明党）　 　（みらい）　 　（きずな）
　井上　敏夫 　池田　博 　髙橋　　豊
　（あつぎ）　 　（共産党）　 　（ネクス）
　髙村　真和 　難波　達哉 　田上　祥子
　（新　政）　 　（ネクス）　 　（公明党）

中心市街地活性化
特別委員会（９人）

◎田口　孝男 ○新井　啓司 　井上　敏夫
　（ネクス）　 　（きずな）　 　（あつぎ）
　栗山香代子 　遠藤　浩一 　山﨑　由枝
　（共産党）　 　（公明党）　 　（公明党）
　望月　真実 　難波　達哉 　松田　則康
　（新　政）　 　（ネクス）　 　（みらい）

広 報 広 聴
特別委員会�（９人）

◎瀧口慎太郎（ネクス）

○髙橋　知己（新　政）

　三橋　文男（ネクス）

　名切　文梨（あつぎ）

　寺岡まゆみ（公明党）

　松田　則康（みらい）

　石井　芳隆（きずな）

総 務 企 画
常任委員会（７人）

◎遠藤　浩一（公明党）

○新井　啓司（きずな）

　後藤由紀子（無会派B）

　奈良　直史（ネクス）

　池田　博 （共産党）

　山﨑　由枝（公明党）

　神子　雅人（ネクス）

市 民 福 祉
常任委員会（７人）

◎川口　　仁（公明党）

○田口　孝男（ネクス）

　髙田　昌慶（きずな）

　髙田　　浩（無会派A）

　栗山香代子（共産党）

　望月　真実（新　政）

　井上　　武（ネクス）

環 境 教 育
常任委員会（７人）

◎髙橋　　豊（ネクス）

○渡辺　貞雄（みらい）

　松本　樹影（きずな）

　井上　敏夫（あつぎ）

　髙村　真和（新　政）

　難波　達哉（ネクス）

　田上　祥子（公明党）

都 市 経 済
常任委員会（７人）

◎神子　雅人（ネクス）

○栗山香代子（共産党）

正副委員長

ほか ２６ 人

予 算 決 算
常任委員会（２８人）

◎神子　雅人（ネクス）
○栗山香代子（共産党）
　名切　文梨（あつぎ）
　髙橋　　豊（ネクス）
　遠藤　浩一（公明党）
　望月　真実（新　政）
　川口　　仁（公明党）
　松田　則康（みらい）
　新井　啓司（きずな）

議 会 運 営
委 員 会（ ９ 人 ）

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人

に
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
違
反
す
る
と
罰
せ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が

寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と

は
違
反
に
な
り
ま
す
。

◆�

落
成
式
・
開
店
祝
、
葬
式

な
ど
の
花
輪
・
供
花

◆�

入
学
祝
・
卒
業
祝
、
お
中

元
や
お
歳
暮
、
病
気
見
舞

い
◆�

地
域
の
お
祭
り
へ
の
寸
志

や
飲
食
物
の
差
し
入
れ

◆�

秘
書
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
、
葬

式
の
香
典

◆�

町
内
会
の
集
会
や
旅
行
な

ど
の
催
し
物
へ
の
寸
志
や

飲
食
物
の
差
し
入
れ

政
治
家
の
寄
付
は

禁
止

有
権
者
が
求
め
る

こ
と
も
禁
止



12月定例会議の開催予定
日 月 火 水 木 金 土

11/29 11/30 1 2 3 4 5
本会議、予算決
算常任委員会 一般質問

6 7 8 9 10 11 12

一般質問 一般質問 総務企画常任
委員会・分科会

市民福祉常任
委員会・分科会

13 14 15 16 17 18 19
環境教育常任
委員会・分科会

都市経済常任
委員会・分科会

20 21 22 23 24 25 26
予 算 決 算 常
任 委 員 会

本会議、広報広
聴特別委員会

27 28 29 30 31 会議は、原則として
午前９時に開きます。

市議会だよりは再生紙を使用しています。不要になりましたら、資源回収にお出しください。

第251号 （10）あつぎ市議会だより2020年（令和2年）11月15日

本会議の審議結果

◎令和２年８月７日議決時の会派構成など
※議長…寺岡まゆみ（議長は採決に加わりません）、副議長…井上武
※会派等表記、正式名称、議員数、所属議員（　　は代表者）
ネクス…ネクストあつぎ（ 8）：難波達哉、奈良直史、三橋文男、田口孝男、髙橋豊、瀧口慎太郎、井上武、神子雅人　公明党…公明党（ 5）：川口仁、寺岡まゆみ、遠藤浩一、山﨑由枝、田上祥子　
きずな…きずな（ 4）：石井芳隆、髙田昌慶、松本樹影、新井啓司　新政…新政あつぎ（ 3）：髙橋知己、望月真実、髙村真和　みらい…あつぎみらい（ 2）：渡辺貞雄、松田則康
あつぎ…あつぎの会（ 2）：名切文梨、井上敏夫　共産党…日本共産党（ 2）：栗山香代子、池田博 　無会派Ａ…無会派（ 1）：髙田浩　無会派Ｂ…無会派（ 1）：後藤由紀子

◎「議案第78条　監査委員の選任について」は、本人の監査委員選任議案のため、地方自治法第117条の規定により難波達哉議員（ネクストあつぎ）を除斥し、採決が行われました。
◎�「陳情第 6号　種苗法の改定についての慎重審議及び農家、市民への情報提供を求める意見書を国へ提出することを求める陳情」は、所管の委員会での審査結果が「趣旨採択」であったことから、
趣旨採択することについて本会議で採決した結果を掲載しています。
◎�「陳情第 7号　「別居・離婚後の面会交流についての法整備を求める意見書」を国に提出することを求める陳情」は、所管の委員会での審査結果が「趣旨採択」であったことから、趣旨採択するこ
とについて本会議で採決した結果を掲載しています。
◎令和 2年 9月 7日、10月 6日議決時の会派構成など　※議長…寺岡まゆみ（議長は採決に加わりません）、副議長…井上武
※会派等表記、正式名称、議員数、所属議員（　　は代表者）
ネクス…ネクストあつぎ（ 8）：難波達哉（議案第78号除斥）、奈良直史、三橋文男、田口孝男、髙橋豊、瀧口慎太郎、井上武、神子雅人　公明党…公明党（ 5）：川口仁、寺岡まゆみ、遠藤浩一、
山﨑由枝、田上祥子　きずな…きずな（ 4）：石井芳隆、髙田昌慶、松本樹影、新井啓司　新政…新政あつぎ（ 3）：髙橋知己、望月真実、髙村真和　みらい…あつぎみらい（ 2）：渡辺貞雄、松田則康
あつぎ…あつぎの会（ 2）：名切文梨（議案第63号反対、陳情第 8・ 9 号賛成）、井上敏夫　共産党…日本共産党（ 2）：栗山香代子、池田博 　無会派Ａ…無会派（ 1）：髙田浩
無会派Ｂ…無会派（ 1）：後藤由紀子

第 ６ 回 会 議 　 提 出 案 件
８ 月 ７ 日（金）

議決
結果

ネ
ク
ス

公
明
党

き
ず
な

新　

政

み
ら
い

あ
つ
ぎ

共
産
党

無
会
派
Ａ

無
会
派
Ｂ

議 案 第 54 号 令和２年度厚木市一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 55 号 令和２年度厚木市病院事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 ７ 回 会 議 （ ９ 月 定 例 会 議 ） 提 出 案 件
９ 月 １ 日（火）～ 10 月 ６ 日（火）

議決
結果

ネ
ク
ス

公
明
党

き
ず
な

新　

政

み
ら
い

あ
つ
ぎ

共
産
党

無
会
派
Ａ

無
会
派
Ｂ

議 案 第 56 号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議 案 第 57 号 令和元年度厚木市一般会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 認定

議 案 第 58 号 令和元年度厚木市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 認定

議 案 第 59 号 令和元年度厚木市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 認定

議 案 第 60 号 令和元年度厚木市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 認定

議 案 第 61 号 令和元年度厚木市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 認定

議 案 第 62 号 令和元年度厚木市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 63 号 令和元年度厚木市病院事業会計決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○● ○ ○ ○ 認定

議 案 第 64 号 事業契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

議 案 第 65 号 厚木市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 66・67 号 動産の取得について　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

議案第 68 ～ 72 号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 73 号 令和２年度厚木市一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

議 案 第 74 号 令和２年度厚木市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 75 号 令和２年度厚木市公共下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 76 号 令和２年度厚木市一般会計補正予算（第11号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 77 号 令和２年度厚木市一般会計補正予算（第12号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 78 号 監査委員の選任について ○△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

陳 情 第 ５ 号 義務教育に係る国による財源確保と、35人以下学級の着実な実施・進行を図り、教育の機会均等
と水準の維持・向上並びに行き届いた教育の保障を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳 情 第 ６ 号 種苗法の改定についての慎重審議及び農家、市民への情報提供を求める意見書を国へ提出
することを求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 趣旨採択

陳 情 第 ７ 号 「別居・離婚後の面会交流についての法整備を求める意見書」を国に提出することを求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 趣旨採択

陳 情 第 ８ 号 小・中学校全学年の少人数学級実施への検討を求める陳情 ● ● ● ● ● ○● ○ ● ● 不採択

陳 情 第 ９ 号 少人数学級を速やかに実施することを求める意見書を国に提出することを求める陳情 ● ● ● ● ● ○● ○ ● ● 不採択

議員提出議案第 2号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し財源の確保を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案第 3号 義務教育に係る国による財源確保と、35人以下学級の着実な実施・進行を図り、教育の機
会均等と水準の維持・向上並びに行き届いた教育の保障を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

各会派などの賛否　○…賛成、●…反対

各会派などの賛否　○…賛成　●…反対　△…除斥

　

寺
岡
ま
ゆ
み
議
長
は
、

９
月
30
日
に
議
会
運
営
委

員
会
に
対
し
、
議
会
運
営

の
在
り
方
な
ど
、
下
記
の

８
項
目
を
諮
問
し
ま
し
た
。

　

諮
問
を
受
け
た
議
会
運

営
委
員
会
は
、
委
員
９
人

で
構
成
さ
れ
る
議
会
の
在

り
方
検
討
会
（
神
子
雅
人

会
長
）
を
設
置
し
、
具
体

的
な
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

会
議
は
、
原
則
公
開
と

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
も
実
施
。日
程
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 議

会
運
営
の
在
り
方
な
ど

具
体
的
な
検
討
始
ま
る

―
―
議
会
の
在
り
方
検
討
会
を
設
置
―
―

【
諮
問
事
項
】

○�

一
般
質
問
の
通
告
方
法
に
つ
い
て

○�

一
般
質
問
の
会
派
振
り
分
け
及
び

代
表
質
問
制
の
導
入
に
つ
い
て

○�

厚
木
市
議
会
基
本
条
例
第
27
条

に
規
定
す
る
検
証
に
つ
い
て

（
外
部
評
価
の
導
入
等
）

○
議
長
の
任
期
に
つ
い
て

○�

正
副
議
長
の
会
派
離
脱
に
つ
い
て

○�

委
員
長
報
告
の
作
成
に
つ
い
て

○�

緊
急
時
に
お
け
る
本
会
議
開
催

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

○�

無
会
派
議
員
の
会
議
出
席
に
つ

い
て


